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平塚市図書館の情報誌 

 

 

 

平成２８年（２０１６年）３月  第９４号 

 

特集：図書館実習生 

 図書館では、毎年多くの職場体験生や実習生を受入れして

います。今年の夏休みにも、司書資格を取得するために、県

内の大学に通う大学生が、図書館実習に訪れました。 

 実習生の活動内容の中から、図書館の仕事についてご紹介

いたします。 

 

実習内容は・・・ 
 

実習期間は、平成２７年８月１８日～２８日のうちの１０日間。その間に、カウンター

業務、あおぞら号への乗車、ブックスタートのお手伝いなど、図書館の様々な仕事を体験

していただきました。 

 

 
主な業務の内容 

第１日目 オリエンテーション・コンピュータ操作研修・館内見学・貸出室業務 

第２日目 レファレンス（調べ物）演習・おはなし会の見学 

第３日目 移動図書館あおぞら号乗車・視聴覚資料の装備 

第４日目 こども室業務・おはなし会の準備・ブックスタート会場設営 

第５日目 ブックスタート事業 

第６日目 貸出室業務・映画会の準備や上映補助 

第７日目 北図書館業務 

第８日目 こども室業務・おはなし会での絵本の読み語り 

第９日目 きぃぷ用の本の紹介記事作成・不要な資料のリサイクル準備 

第１０日目 貸出室業務・美術館と博物館の見学・実習まとめ 

平塚市図書館 



2 

 

実習生へのインタビュー 
 

実習中に感じたことなど、実習の最終日にインタビューしてみました。 

 

 Ｑ 実習お疲れさまでした。印象に残った業務は何でしたか？ 

  Ａ まずは、ブックスタートです。大学の授業で習った時に抱いたイメージと、実際の赤

ちゃんや保護者の方の楽しそうな様子が違っていて、とても驚きました。 

それから、おはなし会での絵本の読み語りです。担当の職員の方から、絵本の持ち方

や読み方などのアドバイスをいただいて、勉強になりました。 

 

Ｑ はじめてカウンターに出たときには、どんなふうに感じましたか？ 

 Ａ とても緊張しました。利用者の方に、「実習がんばってね」など温かい言葉をかけて

いただけたのが、とても嬉しかったです。 

 

Ｑ 図書館での仕事に対する印象は、実習をする前と後では変わりましたか？  

Ａ はい。あおぞら号の乗車や本が入った段ボールの運搬など、体力を使う仕事が多いこ

とを実感しました。 

 

Ｑ 実習生ならではの目線で、平塚市図書館の魅力を言うなら何でしょうか？ 

Ａ とにかく、たくさんの本があることだと思います。書庫にも古い本がたくさんあって、 

  書店にある本の量とは違うなあと感じました。 

   それから、いただいた寄贈本を、欲しい方にお譲りするリサイクル棚もよいと思いま

す。私も読んでみたい本がありました。 

 

Ｑ 自分だったら、図書館をこのようにしたいという提案はありますか？ 

Ａ ライトノベルのコーナーを作ってみたいと思いました。 

 
Ｑ 実習を終えての感想をお願いします。 

Ａ 初めはとても緊張していたのですが、あっという間の１０日間でした。図書館サービ

スについて、授業だけでは分からなかったことを深く理解することができました。

また、図書館というとカウンター業務のイメージが強かったのですが、改めていろ

いろな業務があって、サービスを支えていることを実感しました。 

 

実習生の受入にあたっては、図書館を利用する皆様や、おはな

し会などのボランティアの方々にも、様々な場面で御協力をい

ただきました。どうもありがとうございました。 
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実習生が選んだおすすめの本  

★『できる Word2010 Windows 7/Vista/XP 対応』（実用書） 

田中亘・できるシリーズ編集部／著  

インプレスジャパン  2010 年 
 

 Word で文章を打ち込んでいる時、ちょっとした機能が思い

出せない。そんな時はこの本が便利！ テーマが細かく設定さ

れていて、すぐに調べることができます。 

 初歩的なことから応用的なことまで書かれているので、

Word に不慣れな人にもオススメです。    （中央館所蔵） 分類：582.33 

 

☆『エルマーのぼうけん』(児童書) ルース・スタイルス・ガネット／作・絵 

 わたなべ しげお／訳  福音館書店  1963 年 
 

 9 歳の男の子エルマーが、どうぶつ島に捕らわれているりゅ

うの話を聞き、救出に向かう物語です。この本の見どころは、

エルマーが凶暴な動物たちに出くわした際、持ち物の道具を使

ったアイデアで危機を乗り越えていくところです。エルマーが

りゅうを救出することができたのかは、是非本を読み確かめて

ください。 (中央・北・西・南館、移動図書所蔵) 分類：933 

 

 

★『うみ』（絵本）  

G.ブライアン カラス／さく・え  くどう なおこ／やく  

フレーベル館 2005 年 
 

 「海ってなあに？」とお子様に聞かれた時、この絵本が

きっとこたえてくれるはず――。 

 鮮やかな色遣いと優しいタッチの絵で、お子様の目に鮮

明かつ分かりやすく届けてくれる知識絵本です。  

（中央館所蔵）  分類：Ｅ 

 

 

☆『バムとケロのにちようび』（絵本）   

島田 ゆか／作・絵  文渓堂  1994 年 

 犬のバムとカエルのケロはいつも仲良しの友達です。

バムとケロが本を読もうと屋根裏部屋に行くと、虫や

ネズミがうじゃうじゃいます。二匹は無事に本を読む

ことができるのでしょうか。この本の見どころは、主

人公の二匹だけでなく、周りの小道具といった細部ま

で見て、楽しめるところです。 

(中央・北・西・南館、移動図書所蔵) 分類：Ｅ 
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※図書館ではその他に小中学生の体験学習、教員の研修、大学生の 

インターンシップなどの受入れも行っています。  

 

 

ご意見ありがとうございます 

図書館内に設置している意見箱にいただいたご意見と、図書館からの回答を紹介します。 

ご 意 見 回  答 

前の利用者の返却スリップ（貸出期限

を記した用紙）が、本に挟まったまま

になっていることが多いので、抜き忘

れがないように徹底してほしい。 

 

ご不便をお掛けして申し訳ありませんでした。職員も、

返却や本を棚に戻す作業の中で、気が付いた用紙は外

すようにしていますが、いっそう気を付けてまいりま

す。また、中央図書館の返却スリップにも、「この紙は

抜いてからお返しください」と印刷し、お借りいただ

いた方にも呼びかけるようにいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ: http://www.lib.city.hiratsuka.kanagawa.jp/ 

きぃぷ ９４号 編集・発行 平塚市中央図書館 発行日 平成２８年３月２０日 

 

北図書館 
〒254-0013 

田村 3-12-5 
Tel 0463-53-1232 
Fax0463-53-1261 

 

西図書館 
〒254-0911 

 山下 760-3 
Tel 0463-36-3555 
Fax0463-36-7230 

 

南図書館 
〒254-0813 

 袖ヶ浜 20-1 
Tel 0463-21-3080 
Fax0463-21-5181 

 

中央図書館 
〒254-0041 

浅間町 12-41 
Tel 0463-31-0415（自動音声） 

Fax0463-31-9984 
 

メールでのお問合せは、ホームページの中にある「お問合せ」のフォームでお送りください。 

図書館からのお知らせ 

 

図書館では、司書課程の大学生の他、体験学習や職場研修の受入れを、

随時行っています。 

受入れを希望する学校等の方は、お近くの図書館にご相 

談ください。 

また、個人向けの図書館の体験事業として、「市民の図 

書館体験事業」を行っています。開催時期や参加方法など 

は、ホームページや館内掲示でご確認をお願いします。 


